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第１章 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

１．環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」第 7条の規定に基づき、当社は、環境の保全の見地からの意見を求め

るため、環境影響評価方法書（以下、「方法書」という。）を作成した旨及びその他事項を公

告し、方法書及び要約書を公告の日から起算して 1月間の縦覧に供するとともに、インター

ネットの利用により公表した。 

 

（１）公告の日 

平成 28年 1月 26日（火） 

 

（２）公告の方法 

①日刊新聞による公告 

平成 28年 1月 26日（火）付けで、以下の日刊新聞紙に「公告」を掲載した。 

（別紙 1参照） 

・中国新聞（朝刊 26面、福山版） 

・山陽新聞（朝刊 24面、笠岡･井原･浅口圏版） 

・読売新聞（朝刊 31面、岡山版，朝刊 31面、備後版） 

・朝日新聞（朝刊 31面、岡山版，朝刊 31面、備後版） 

・産經新聞（朝刊 22面、岡山版，朝刊 22面、備後版） 

・毎日新聞（朝刊 24面、岡山版，朝刊 24面、備後版） 

 

②上記の公告に加え以下の「お知らせ」を実施した。 

・福山市、笠岡市の広報誌に掲載 

広報ふくやま、広報かさおか〔平成 28年 2月号、平成 28年 2月 1日（月）発刊〕                

（別紙 2参照） 

・当社ホームページに平成 28年 1月 26日（火）から掲載     （別紙 3参照） 

http://www.setouchi-kyouka.co.jp/asesu/ 

・福山市、笠岡市のホームページに平成 28年 1月 26日（火）から掲載 

福山市 http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/ 

笠岡市 http://www.city.kasaoka.okayama.jp/            （別紙 4参照） 

 

（３）縦覧場所 

関係地域の自治体庁舎等 6箇所、当社施設 1箇所の計 7箇所にて縦覧を実施した。また、

当社ホームページにおいてインターネットの利用により公表した。 

 

① 自治体庁舎等 

・広島県庁環境県民局環境保全課（広島県中区基町 10番 52号） 

・広島県東部厚生環境事務所・保健所福山支所（広島県福山市三吉町一丁目 1番 1号） 

・福山市役所経済環境局環境部環境保全課（広島県福山市東桜町 3番 5号） 

・福山市東部市民センター（広島県福山市伊勢丘六丁目 6番 1号） 

http://www.setouchi-kyouka.co.jp/asesu/
http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/
http://www.city.kasaoka.okayama.jp/
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・笠岡市役所市民生活部環境課（岡山県笠岡市笠岡 2369番地 14） 

・笠岡市立図書館（岡山県笠岡市六番町 1番地 15） 

 

②当社 

・瀬戸内共同火力株式会社 本社事務所（広島県福山市鋼管町１番地） 

 

③インターネットの利用による公表 

・当社ホームページ上における下記のウェブサイトで方法書及び要約書を公表した。 

http://www.setouchi-kyouka.co.jp/asesu/          （別紙 3参照） 

 

（４）縦覧期間 

縦覧期間は、平成 28年 1月 26日（火）から平成 28年 2月 25日（木）までとし、自治

体庁舎及び当社本社事務所は、土曜日、日曜日、祝日は除いた。また、笠岡市立図書館は

月曜日、祝日、毎月最終金曜日を除いた。なお、当社本社事務所については、縦覧期間終

了後も平成 28年 3月 11日（金）まで閲覧可能とした。 

縦覧時間は自治体庁舎及び笠岡市立図書館は開庁、開館の時間とし、当社本社事務所は

9時から 17時とした。 

なお、インターネットの利用による公表については、平成 28年 1月 26日（火）から平

成 28年 3月 11日（金）まで閲覧可能とした。 

 

（５）縦覧者数 

① 縦覧者総数 55名 

（内訳） 

・広島県庁環境県民局環境保全課                           0名 

・広島県東部厚生環境事務所・保健所福山支所               1名 

・福山市役所経済環境局環境部環境保全課                   7名 

・福山市東部市民センター                                 3名 

・笠岡市役所市民生活部環境課                             3名 

・笠岡市立図書館                                         6名 

・瀬戸内共同火力株式会社 本社事務所                    35名 

 

②  方法書及び要約書を公表したウェブサイトへのアクセス数：6030回 

 

２．環境影響評価方法書についての説明会の開催 

「環境影響評価法」第 7条の 2の規定に基づき、方法書の記載事項を周知するための説明

会を開催した。 

説明会の開催の公告は、方法書の縦覧等に関する公告と同時に行った。 

（１）開催日時  平成 28年 2月 8日(月) 18時 30分から 20時 30分まで 

（２）開催場所  福山市東部市民センター 

（３）来場者数  44名 

http://www.setouchi-kyouka.co.jp/asesu/
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３．環境影響評価方法書についての意見の把握 

「環境影響評価法」第 8条の規定に基づき、環境の保全の見地からの意見を有する者の意

見書の提出を受け付けた。なお、平成 28 年 2 月 8 日（月）に実施した説明会における質問

も意見として取り扱った。 

 

（１）意見書の提出期間 

平成 28年 1月 26日（火）から平成 28年 3月 11日（金）まで 

（縦覧期間及びその 2週間、郵送の受け付けは当日消印有効とした。） 

 

（２）意見書の提出方法（別紙 5参照） 

縦覧場所に備え付けの意見用紙などにより、次の方法で意見を受け付けた。 

② 当社への郵送による書面の提出 

③ 説明会会場に設置した質問箱への投函及び口頭質問 

 

（３）意見書の提出状況 

提出された意見書の総数は 4通（意見の総数：5件）であった。 
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日刊新聞紙に掲載した公告内容 

（中国新聞、山陽新聞、読売新聞、朝日新聞、産經新聞、毎日新聞） 
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広報ふくやま（平成 28年 2月号）に掲載されたお知らせの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報かさおか（平成 28年 2月号）に掲載されたお知らせの内容 
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当社ホームページに掲載したお知らせの内容 
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福山市ホームページに掲載されたお知らせの内容 
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笠岡市ホームページに掲載されたお知らせの内容 
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第２章 環境影響評価方法書について提出された意見の概要と事業者の見解 

 

「環境影響評価法」第 8条第 1項の規定に基づいて、事業者に対して意見書の提出により述

べられた環境の保全の見地からの意見は 5件であった。 

「環境影響評価法」第 9 条及び「電気事業法」第 46 条の 6 第 1 項の規定に基づく、環境影

響評価方法書についての意見の概要と事業者の見解は、次のとおりである。  
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環境影響評価方法書について提出された意見の概要と事業者の見解 

 

１．大気質 

意見の概要 事業者の見解 

1 福山市では右肩上がりに肺がんやぜん

そく等の呼吸器疾患が増加しています。 

光化学スモッグや SPM(特に PM2.5)の

環境基準は達成しておらず、これ以上の

負荷は大変困ります。 

高炉ガス及び混合ガスでも、SPM(特に

PM2.5)の排出が起こると思われますが、

低減のための施設・設備はどのような方

式で行われるのでしょうか。 

また、万全の対策でこれ以上の環境負荷

が起こらないよう願いますが、予測では

どうなのでしょうか。 

新 2 号機は湿式電気集塵機を設置すること

から、浮遊粒子状物質（SPM）のもととなる

排煙中のばいじんについては、0.005g/m
3

N とす

る計画であり、廃止する 2，3 号機の 0.05g/m
3
N

に比べて低減します。 

今後、環境調査及び予測、評価を実施し、

その結果については準備書に記載します。 

 

２．水環境 

意見の概要 事業者の見解 

2 福山港の水質の汚れはどこが原因です

か。カキやナマコが昔は生息していたが

今は生息していません。 

少しでもよい環境を作っていただくよう

お願いします。 

福山共同発電所から排出する排水は、排水処

理設備で適切に処理しており、新 2 号機の建

設工事及び運転開始にあたりましても、これ

まで通り関係法令ならびに公害防止協定を遵

守し、環境保全に万全を期してまいります。 

3 計画では温排水について、何度くらいの

温水が、日量何トンぐらい排出される予

測ですか。 

新 2 号機の海水冷却水の取放水温度差は

7℃、冷却水量は約 59 万㎥/日とする計画です。 

廃止する 2,3 号機の取放水温度差は、それぞ

れ 8℃と 9℃、2,3 号機の合計冷却水量は約 74

万㎥/日であり、新 2 号機の運転開始後は現状

に比べて低減します。 

今後、環境調査及び予測、評価を実施し、そ

の結果については準備書に記載します。 
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３．その他 

意見の概要 事業者の見解 

4 共同発電所更新による環境調査の説明

ですが、JFE 福山製鉄所と一体の調査と理

解していいですか。 

 

環境調査については、環境影響評価法に基

づいて、事業特性及び地域特性を踏まえ環境

影響評価項目を選定し、本事業の実施者であ

る瀬戸内共同火力㈱が福山共同発電所及びそ

の周辺で実施しています。 

今後、環境調査及び予測、評価を実施し、

その結果については準備書に記載します。 

5 このたびの説明会は法律で定められた

ものですか。 

 

環境影響評価法では、方法書と準備書の段階

で説明会を開催することになっています。 

このたびの説明会は方法書の記載内容を地

域の皆様にご理解いただくために開催させて

いただきました。 

 

 

 

 

 


